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1.概観

1. 言語的背景

ナイジエリアは1960年10月にイギリスより独立し， 1967-1970年のビアフラ内戦を経て，現

在19の州から成る西アフリカの国である。首都はラゴスにおかれているが，アブジャ付近に移

す計画があるという。その言語は部族語として約250が数えられており，中でも北部のハウサ

(総数約1.000万九フラニ(約500万)，カヌリ(約220万)，東部のイボ(約900万)， 

西部のヨルーパ(約1.0∞万)，中西部のベ、ニなどが主要部族を構成している。そしてハウサ

語，イボ語，ヨ Jレーパ語，フラニ語を合わせると全住民の約60%を占める。公用語は英語とな

っているが，商業用語としてはハウサ語が最も広く通用している(@ : 9 -11 )。また，ナイ

ジエリア英語は，ある種の語について独特のストレス・パタンをもっ stress-timed よりは

syllable ・timedである，表現の適切性について標準的な英語と異なると乙ろがある，などの特

徴を有し (@:42-:44)，現在，言語学的視点からその分析が進められている。

2. 教育的背景

ナイジエリアの教育は州政府の管轄下にあり，全国的な教育制度はない。 Tこだ，基本的lとは

各州ともほぼ同じで， 6歳以上の児童に対し，通常6年の初等教育が施され，その後4年以上

の中等教育が行われる。初等教育は，西部州では1955年に，ラゴスと東部州では57年に開始さ

れたが，北部州では教育の普及は遅れている。学校制度としては他に教員養成学校，職業・技

術学校があり，大学は1948年l乙ロンドン大学と提携したユニパーシティ・カレッジとして創設

され， 63年l乙独立した大学となったイパダン大学や， 60年創立のナイジエリア大学などが挙げ

られ(①:761-762 )， 1980年現在で総合大学9，単科大学2を数える。

II.教育内容・方法

1. 英語の位置

ナイジエリアに英語が初めてもたらされたのは1842年のことで，伝道のために宣教師が伝え

たものであった(@: 149 )。 イギリスから独立した後も英語はナイジエリアの重要な言語と

しての地位を保っており，憲法l乙乙そ明示されていないが，実質的な公用語として機能してい

る。政府の公文書は僅かな場合を除いて英語で苦かれ，教育の場においても，初等教育の第2

学年までは英語を 1教科として教えるが，第3学年以上は英語が教授言語となっている。その

ほか，新聞，ラジオなどのマスコミ関係でも英語が主流をなし，文学作品も殆ど英語で書かれ

ている。また，部族相E問のコミュニケーションや，国際的コミュニケーションの場でも英語

が用いられている(@:35-36)。そして，一般的傾向としては， formaIな場面では英語を用

い， informaIな場面では PidginEnglishや部族語を用いているようである。

一方，なぜ英語を学ぶのかという乙とでその動機を探ってみると，読書力を中心とした実際

的必要性や，商業・経済上の必要性の故にとするもの， status symboIとしてとするもの，キ
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リスト教信者が自ら聖書を読みたいという宗教的理由によるもの，国民としての義務と感じて

いるもの，など幅広いものが見られる(@: 155 -157 )。

2. 教育課程

まず，就学前教育の場合については，教授言語は母語ないしその地域共同体の言語による乙

とを原則とするという政府の勧奨があるにも拘らず，現実には，殆どの就学前教育機関で英語

だけが用いられている，調査対象の82%の保育園で英語が使われている， 20校のうち16校が英

語だけ， 3校が英語と母語に拠っている，などの調査結果が出ている (@):4:s)。 また，保

育園の先生の多くが，保育園の有する 7つの機能のうち，英語による言語発達が最も重要であ

る，と捉えているとのことである。

初等学校では，上述のどとし英語は最初 l教科として扱われ，後lζ教授言語として用いら

れるが，その切り替えの時期は公的には第3学年となっている。ところが実際には，第1学年

から教授言語として扱う州もあれば，逆lζ，第4，第 5学年l乙ならないと切り替えのできない

ところも少なくない。乙れには，どれくらいの生徒が共通の言語を話すのかという均質性，教

師の英語力，校長の姿勢などが関係しており，例えば生徒の殆どがヨルーパ語を話す地域では

かなり長くそれを教授言語とする傾向が強い(@:3 )。また，初等学校での英語教育の成果

があがらないのは，教師の多くが初等教育終了程度で，訓練を受けていない者も少なくない乙

と， spoken Englishを軽視する傾向にあること，学習環境，設備が充分でない乙と，などの原

因による(⑭:82-83)。

さらに，教科としての英語教授時間数も区々で， 30分授業の週あたり時間数をいくつかの場

合について示すと次のようになる(@:4 )。

STATE Std.I Std. II Std. III Std. IV Std. V Std. VI 

Lagos 2 5 6 6 7 8 

East Central 5 10 8 7 10 10 

West 7 8 8 8 8 10 

South East 13 12 12 14 14 14 

North East 8 8 8 8 10 10 

一方，中等教育レベルの英語教育の目標は公的には，生徒に英語を流暢に話す力をつけさせ

る乙とにあるとされ，英語，フランス語とも国際的・文化的関係という展望の下に教授する，.

となっている(@:122 )。

また，教授時数も州lとより異なり，さらに言語クラスと文学クラスとに分けられていて，通

例，その両方を同じ教師が兼任する乙とはない。 40分授業の週当り時間数を示すと下のごとく

である。

STATE 1 2 3 4 5 
Lagos State 4 (2) 4 (2) 4 (2) 4 (2) 4 (2) 

East Central State 5 (3) 5 (3) 5 (3) 5 (3) 5 (3) 

Western State 7 (2) 6 (2) 6 (2) 5 (3) 4 (4) 

South Eastern State 5 (3) 5 (3) 4 (3) 4 (3) 4 (3) 

Kwara State 6 (5) 6 (5) 6 (5) 7 (6) 7 (6) 

Mid-West State 3 (2) 3 (2) 4 (3) 4 (4) 4 (4) 

カッコの中が文学クラスの時間数で，学年によって英語の全時聞をそれに充てると乙ろもあ

る。そして，文学クラスでは作品の鑑賞よりも少量のテキストについての知識の方が重視され

ている。さらに，言語クラスと文学クラスを分けているため，前者の授業は退屈なものとなり，

教師は後者の方を知的訓練のクラスと捉える傾向にあるという(@:5)。
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3. 教科書・教材など

教科書は多くの欠点を有しながらも，取って代わるような良い教材もなく，教師も英語力が

十分でないために教科書に頼りっきりになる傾向もあって，主要な教材としての機能を果たし

ている。しかし，地方ではそのような教科書の供給もままならない状態である。教科書の欠点

として指摘されているのは，その著者は西アフリカの英語教育上の諸問題や教授法などについ

ての知識が之しく，その内容も西アフリカの国々が要求すると乙ろに即さない国外出版による

ものである，等の点である(①:275 )。 しかし，英語教育を促進するような教科書も開発さ

れつつあるとの乙とである。中等学校の代表的な教科書としては Ogundipeand Tregidgoの

Practical English (@: 6)， Montgomeryの互併ctiveEnglish， Grant， et al.の Secondaη English

Project (@: 12)などがあり，初等学校ではアJレファベットや数字の詰請，基礎英単語の意味

認識から簡単なストーリーの内容把握が中心となり，中等学校用では単語と文型が中心になっ

ているようである(@:122 )。

一方，ラジオの英語番組も様々なレベJレで、放送されているが，受信機の設備がないというの

が現状で，地方ほどその傾向が強い。また，レコードやテープなどについても，殆どの学校が

それを利用できない状態にある(①:275 )。

4. 教授法

UNESCOの報告によれば，最初は直接教授法で教え，だんだん学年が進むにつれて文法式

教授法が用いられるようになるとの乙とであるが(@:122 )， 近年は ESL/EFL方式ないし

ノぜイリンガル方式により，文型練習のほかに絵，演示，劇化，生徒聞の対話などを取り入れて，

すべてオーラ Jレで行われているようである(@: 120 -121 )。 ただし，前述のごとく，中等

学校では英語の授業が言語クラスと文学クラスとに分かれており，それを担当する教師の姿勢

もあって，必ずしも均斉のとれた形では進められていないようである。

5. 教員養成

正式の訓練を受けた有資格教師が少ないことは既に述べた通りであるが，具体的な数字を示

すと， 1966年lζ出された JacobsReport によれば， 7，321人の中等学校教員のうち，約27%に

あたる 2，000人ほどが有資格教師であるだけである(⑥:4ー5)。その後，事情は改善され

つつあるものの，無資格教師の比率は依然として高い状態にある。

英語教師の養成は大学および高等師範学校 (AdvancedTeacher Training Col1ege)でなされて

いるが，後者は連邦政府がアメリカのAidto Internationa1 Deve10pment，フォード財団，およ

びUNESCOの協力を得てラゴスに創設したもので，そのスタッフは UCLA，オハイオ，ウィ

スコンシンの各大学から派遣されて教員養成の任に当っている。

1II.考察

ナイジエリアの英語教育は，東アフリカの場合と同様，旧イギリス植民地に見られる一般的傾

向を反映しており，今後どのような方向に進むか注目されるところである。東アフリカのスワヒ

リ語のような強力な linguafrancaをもたない乙の国において，英語は今後も有力なコミュニケー

ション手段として存続するであろう乙とは充分予想しうると乙ろである。しかし，一方では独自

のナイジエリア英語が発達することもあり得る乙とで，実際そのような傾向も指摘されている。

例えば Ubahakweの報向によると，英語の proficiencyのレベルの低下，ナイジエリア英語の

発達，英語使用が too1.orien ted になる傾向，国際的 comprehensibilityの低下，などの現象が見ら

れるという(@: 158 -161 )。 乙の最後の点については，大学生24名の英語を 240名の英国人
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l乙聴かせてその intelligibilityを調べたと乙ろ， 92. 7%-29. 9%という広がりを持ち，平均は臼.4

%であったという1974年の調査結果を見てもうなずける。

しかし，一方では TheWest African Examination Council による英語テストの標準化が進め

られており，西アフリカの英語教育の水準を高める試みもなされている。また， The Nigerian 

English Studies Association による研究大会も聞かれ，英語の研究とともに英語教育の研究も盛ん

に行われるようになっている。連邦政府は，小学校では少なくとも3年終了までは適当な Nigerian

languages を用いて授業を行う乙と，という教育政策を勧告しているが，現実には英語教育が大

きな位置を占めており，今後どのような方向に進み，どのような成果がもたらされるか，期待さ

れると乙ろである。
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